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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:非分泌ポリペプチドが小胞体（ER）に不適切に標的化されるのを防ぐ可能性があります。新生ポリペプチド鎖がリボソームから出現するときに結合し、通常、新生分泌ペプチドをERに標的化するシグナル認識粒子（SRP）との相互作用をブロックする可能性があります。また、ER膜のタンパク質転座部位（M部位）に対するリボソームの固有の親和性を低下させる可能性があります。,類似性:NAC-αファミリーに属します。,類似性:1つのNAC-A/B（NAC-α/β）ドメインを含みます。,機能:非分泌ポリペプチドが小胞体（ER）に不適切に標的化されるのを防ぐ可能性があります。新生ポリペプチド鎖がリボソームから出現するときに結合し、通常、新生分泌ペプチドをERに標的化するシグナル認識粒子（SRP）との相互作用をブロックする可能性があります。 ER 膜のタンパク質転座部位 (M 部位) に対するリボソームの固有の親和性も低下させる可能性があります。,類似性:NAC-α ファミリーに属します。,類似性:1 つの NAC-A/B (NAC-α/β) ドメインが含まれます。,
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	NACAD抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NACAD 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウェスタン ブロット分析。
	

	NACADポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

